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１ ボヘミア，２ ブコヴィナ，３ ケルンテン，４ クライン，５ ダルマティア，６ ガリツィア，
７ キュステンラント，８ ニーダーエスターライヒ，９ モラヴィア，10 ザルツブルク，
11 シュレージエン，12 シュタイアーマルク，13 チロル，14 オーバーエスターライヒ，
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